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２０２２年度 第４１回 混合ダブルステニス選手権 開催要項 

大会責任者 宇田川 剛 

大会レフェリー 藤波 由美子 

 

※賞品基準により９０混合複の表彰対象を優勝、準優勝に訂正します（10/31） 

 

≪日程、会場、役員及び当番≫ 

会場 そうか公園 

開催日 

11/3(祝・木) 

予備日 

11/23(祝・水) 

受付締切８：００ 

G１混合 １０２、１０３ 

G２混合 A ２０２～２１５、G２混合 B ２１７～２２８ 

９０混合 ３０２、３０３、３０７～３１０ 

１１０混合 ４０２、４０３、４１６、４１７ 

受付締切９：００ 

１１０混合 ４０１、４０４～４１５、４１８ 

１３０混合 全員 

受付締切１０:００ 

G１混合 １０１、１０４、１０５ 

G２混合 A ２０１、G２混合 B ２１６、２２９ 

９０混合 ３０１、３０４～３０６、３１１ 

○受付については従来のような集合はせず､受付締切の３0 分前から順次行いますので適

宜､分散しての受付をお願いします｡ 

会場責任者 藤波 

大会運営役員 吉原章、吉原美、佐藤、田川 

 

本部ではドローのコピーを用意しませんので、参加者は必ずＨＰから印刷して来て下さい。 

 

今回のドローは１０月７日に酒井、藤波、吉原美にてドロー、某市テニス協会のソフトにより作成しました。 

シードについては２０２１年の同大会の実績をベースに２０２０年同大会の実績を補足して決定しております。 

 

≪COVID-19 感染防止にあたっての特別対応≫ 

◯そうか公園 

1. 当日､体温が 37.5℃以上､体調が優れない場合､濃厚接触者となった場合には出場を見合わせて下さい｡ 

2. 入場は E･Fコート間の公園側通路､退出はクラブハウスのみとなりますので､クラブハウス入口からの入場は



出来ません｡ 

 

3. 受付は締切時間 30 分前より大会本部にて順次行い､集合はしません｡尚､マスクの着用をされていない場合に

は入場をお断りします｡また､待機中も必ず､マスクの着用をお願いします｡ 

 

 

≪試合規則及び注意事項≫ 

1. ファーストサーブ、セカンドサーブともフットフォルトの場合には失点となりますので注意下さい。 

2. 試合方法 

本戦はセミアド・1 セットマッチ、敗者戦はノーアド・６ゲーム先取とします。 

３．敗者戦を含めて､次の試合まで時間が空く場合も有りますし､連続して試合となる場合も有ります(その場合､

インターバルは 5 分とします)のでご理解のほど､大会運営にご理解のほど､お願い申し上げます｡ 

４．当大会は従来の通常の大会と同じく､本部にて大会運営役員が進行を行いますので本部にあるボードに試合

が掲示されたら本部に申し出てください｡ 

５.表彰対象 

種目 表彰対象 

G１混合 優勝 

G2 混合 A、B 優勝、準優勝 

90 混合複 優勝、準優勝､第三位(決定戦あり) 

110 混合複 優勝、準優勝､第三位(ベスト 4･決定戦無し) 

130 混合複 優勝 

６．セルフジャッジ。 

７．試合前の練習は片側 2 本、計 4 本のサービスのみ。 

８．開催日の定められた締切時間にエントリー受付をできなくても、天候等の理由で再集合、もしくは予備日に

順延となった場合、改めて参加を可とします。（2022 年度より）。 但し、受付締切時間後、予定通りに開始され

た場合にはこれには当てはまりません。 

９．試合終了後､勝者チームが①試合結果を記入した試合結果報告書､②ボールを本部に提出して､試合は成立し

たものとします｡ 

１０．申込者の変更はできません。変更して出場した場合、両者に罰則が課せられます。 

１１．会場へはなるべく自転車、公共交通機関等で車の利用は避けて下さい。 

  駐車場が満車等利用できない場合がりますのでご注意下さい。 

１２．ゴミは全て（空き缶、ペットボトルも）必ず、持ち帰ること。会場でのゴミ箱は使用不可。 



 

 

≪セルフジャッジの試合における選手の主な注意点≫ 

１．対戦相手、試合方法（1 セット、タイブレ、ジュース有 or ノーアド等）互いに確認する。 

２．サーバーはサーブを行う前に、相手に聞こえるようスコアをアナウンスする。 

  レシーバーは確認できない時は、アナウンスを要求する。 

３．ネットより自分の側のコートについての判定とコールを速やかに行う。 

  確かな判定ができない場合は、ボールはグッドと見做さなければならない。 

４．インプレー中に妨害が起こった場合は、「レット」とコールしプレーをやり直す。 

５．次の場合は、協会役員に申し出ることができる。 

 ①相手選手の言動、コール、フットフォールト等に疑問、不服があるとき。 

 ②プレーヤー同士では解決できない問題が生じたとき。 

 ③コーチング 

６．試合終了後、勝者は速やかに各トーナメントの進行責任者に結果を報告、使用球を返却 

する。 


